On the Modal Meanings of Noun Predicate Sentences Expressing Activity by Meng, Lingyi
岡山大学大学院社会文化科学研究科紀要
第44号　2017年11月　抜刷
Journal of Humanities and Social Sciences
Okayama University Vol. 44 2017
孟　　　令　禕
MENG, Lingyi





























































普通体 丁寧体 普通体 丁寧体
非過去
だ です だろう でしょう
である であります であろう でありましょう
過去
だった でした だっただろう、だったろう だったでしょう



































































































































































































































































































































































































































































































　55） 真　衣 「好きなら好きって言えばええやろ！女らしくないで！」 
　　　亜　衣 「あー、ウルサイウルサイウルサイ！」 
　　　真　衣 「亜衣ちゃんとは絶交や！」
　　　亜　衣 「こっちから絶交や！」（双子探偵）
　あまり用例は多くないが、自分のとるべき行動を判断し、自分に言い聞かせるような例もある。
決意文としては、こちらが典型的である。
　56） 考えこんでいたロイエンタールは、不意に人の悪い微笑を黒と青の瞳に浮かべた。「よし、
ここは後退だ。多大の犠牲を払ってまで、死守する価値はない。奪回するのはローエングラ
ム侯にやっていただこう」（中略）ロイエンタールはそう計算した。（銀河英雄伝説２ 野望
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篇）
　57） ついて行くと、トイレの中には人気がなかった。「どうしたんだ？」「その一番奥」──覗い
てみて、ギョッとした。堀川あけみが、タイルの床に、体をねじるようにして、倒れている。
「死んでるな」と、私は言った。（中略）「急いでホテルの人間と警察に連絡だ」私は、念の
ために、あけみの手首の脈を取ってみてから、立ち上った。「君、ここにいてくれ。誰も近
付けるな」「分ったわ」（幽霊園遊会）
　58） （敏子と浜田はつきあっている。敏子と別の男が高級車に乗っているとき、道で歩いて浜田
の姿が見えた場面である）浜田は上着を脱ぎ、手に持ってうつむきかげんに歩いた。車がそ
の浜田を次々に追い抜いて行く。（中略）「そんじゃ、ま、左折だな」と車をスタートさせた。
「静かにやって」敏子は鋭い声で言った。「ちえっ、これじゃまるで間男だ。こそこそしちゃっ
てよ」それでも男は言われたとおり、静かにゆっくりと車を進めた。浜田が来たほうへ行く。
（平家伝説）（括弧の解説は、筆者が原文に基づいてつけくわえたものである）
５．おわりに
　以上、運動名詞述語文のモーダルな意味について、認識的な文と意志表示的な文に分けて述べて
きた。
　認識的な文におけるモーダルな意味は、動詞述語文の場合とさほど変わらないと言える。断定形
と推量形は、認識の仕方と情報伝達の両面で対立している。ただし、運動名詞述語文では、名詞文
としての性質から、テンス形式が、事象の時間から離れて、判断時や確認時を表すようになるとい
う現象が見られる。
　これに対して、意志表示的な文のモーダルな意味は、ムードの分化がないこともあって、著しい
制約がある。まず、希求文や依頼文にはならない。勧誘文では、ひきこみ的な用法がない。ムード
がないため、勧誘・命令・決意の意味の区別はもっぱら人称に依存する。さらに、人間関係の面で
の主体の制約が著しく、基本的に、組織や集団の構成員としての聞き手の行動や、組織や集団の活
動に関する決定権をもつ人物でなければならない。この制約から解放されているのは、決意文の一
部にすぎない。また、決意文の多くが遂行文化している。
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